
阿賀野市告示第５２号 

予算の要領について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１９条第２項の規定により、令和６年３

月１５日に阿賀野市議会において議決された令和６年度阿賀野市一般会計、国民健康保

険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、押切外四ヶ大字財産区特別

会計、水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計の各予算の要領を別紙のとおり

告示する。 

  令和６年３月２２日 

                        阿賀野市長 田 中 清 善   

 

6.4.1 
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議案第 １２ 号 

 

令和６年度 阿賀野市一般会計予算 

 

 令和６年度阿賀野市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ ２５，３１０，０００ 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為を

することができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限

度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

 （一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、      

５，０００，０００ 千円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1) 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における

同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

令和６年 ２月２７日 提 出 

 阿 賀 野 市 長  田 中 清 善 

令和６年 ３月１５日 議 決 

阿賀野市議会議長  市 川 英 敏 
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歳入
第１表　歳入歳出予算

（単位：千円）

款 項 金 額
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1 市 税 4,769,523

1 市 民 税 1,814,642

2 固 定 資 産 税 2,506,962

3 軽 自 動 車 税 177,130

4 市 た ば こ 税 263,152

5 鉱 産 税 2

6 入 湯 税 7,635

2 地 方 譲 与 税 227,378

1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 54,000

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 160,000

3 森 林 環 境 譲 与 税 13,378

3 利 子 割 交 付 金 1,000

1 利 子 割 交 付 金 1,000

4 配 当 割 交 付 金 19,000

1 配 当 割 交 付 金 19,000

5 株式等譲渡所得割交付金 10,000

1 株式等譲渡所得割交付金 10,000

6 法 人 事 業 税 交 付 金 70,000

1 法 人 事 業 税 交 付 金 70,000

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,000,000

1 地 方 消 費 税 交 付 金 1,000,000

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 19,000

1 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 19,000

9 環 境 性 能 割 交 付 金 15,000

1 環 境 性 能 割 交 付 金 15,000
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款 項 金 額

-3-

10 国有提供施設等所在市町村 1,816

助成交付金 1 国有提供施設等所在市町村 1,816

助成交付金

11 地 方 特 例 交 付 金 118,000

1 地 方 特 例 交 付 金 118,000

12 地 方 交 付 税 7,100,000

1 地 方 交 付 税 7,100,000

13 交通安全対策特別交付金 3,351

1 交通安全対策特別交付金 3,351

14 分 担 金 及 び 負 担 金 35,721

1 負 担 金 35,721

15 使 用 料 及 び 手 数 料 134,517

1 使 用 料 71,687

2 手 数 料 62,830

16 国 庫 支 出 金 3,245,711

1 国 庫 負 担 金 2,119,322

2 国 庫 補 助 金 1,119,223

3 国 庫 委 託 金 7,166

17 県 支 出 金 1,633,316

1 県 負 担 金 941,352

2 県 補 助 金 557,917

3 県 委 託 金 119,047

4 県 貸 付 金 15,000

18 財 産 収 入 11,477

1 財 産 運 用 収 入 11,419
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款 項 金 額

歳 入 合 計

-4-

2 財 産 売 払 収 入 58

19 寄 附 金 729,603

1 寄 附 金 729,603

20 繰 入 金 1,307,263

1 特 別 会 計 繰 入 金 2,174

2 基 金 繰 入 金 1,305,089

21 繰 越 金 200,000

1 繰 越 金 200,000

22 諸 収 入 543,724

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 7,000

2 預 金 利 子 11

3 貸 付 金 元 利 収 入 250,121

4 受 託 収 入 48,544

5 雑 入 238,048

23 市 債 4,114,600

1 市 債 4,114,600

25,310,000
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歳出 （単位：千円）

款 項 金 額

-5-

1 議 会 費 159,234

1 議 会 費 159,234

2 総 務 費 2,831,673

1 総 務 管 理 費 2,348,234

2 徴 税 費 215,766

3 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 129,534

4 選 挙 費 95,866

5 統 計 調 査 費 14,384

6 監 査 委 員 費 27,889

3 民 生 費 6,925,886

1 社 会 福 祉 費 3,761,196

2 児 童 福 祉 費 2,699,793

3 生 活 保 護 費 464,891

4 災 害 救 助 費 6

4 衛 生 費 4,632,396

1 保 健 衛 生 費 1,141,257

2 清 掃 費 3,491,139

5 労 働 費 20,347

1 労 働 諸 費 20,347

6 農 林 水 産 業 費 735,749

1 農 業 費 712,980

2 林 業 費 12,730

3 畜 産 業 費 10,039

7 商 工 費 472,811

1 商 工 費 472,811
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款 項 金 額

歳 出 合 計
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8 土 木 費 2,731,086

1 土 木 管 理 費 160,727

2 道 路 橋 り ょ う 費 1,231,350

3 河 川 費 31,022

4 都 市 計 画 費 1,299,377

5 住 宅 費 8,610

9 消 防 費 868,450

1 消 防 費 868,450

10 教 育 費 3,963,569

1 教 育 総 務 費 1,816,206

2 小 学 校 費 395,008

3 中 学 校 費 211,932

4 幼 稚 園 費 163,576

5 学 校 給 食 費 283,887

6 社 会 教 育 費 316,517

7 保 健 体 育 費 776,443

11 公 債 費 1,938,768

1 公 債 費 1,938,768

12 諸 支 出 金 31

1 基 金 支 出 金 31

13 予 備 費 30,000

1 予 備 費 30,000

25,310,000
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第 ２ 表  債 務 負 担 行 為  

 

 

（単位：千円） 

事      項 期   間 限 度 額 

運転免許証自主返納者支援タクシー利用券 

（令和６年度分） 

令和７年度から 

令和８年度まで 

令和６年度に給付した

タクシー利用券につい

て、阿賀野市高齢者運

転免許証自主返納者支

援事業実施要綱第７条

に規定する２カ年以内

の利用期間の内、令和

６年度中に利用されな

かった額 

健康寿命延伸・生活習慣病予防治療医学講座寄附金 
令和７年度から 

令和９年度まで 
５０，０００ 
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第 ３ 表  地   方   債  

 

（単位：千円）  

起  債  の  目  的  限  度  額  
起  債  の  

方    法  
利   率  償  還  の  方  法  

母 子 父 子 福 祉 事 業  1,900 
 

普 通 貸 借

の 方 法 に

よる  

 

3.00％以内  

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

政府資金及び

地方公共団体

金融機構資金

について、利

率の見直しを

行った後にお

いては、当該

利率見直し後

の利率） 

 

政府資金及び

地方公共団体金

融機構資金につ

いては、その融

資条件により、

銀行その他の場

合には債権者と

の取り決めによ

る。  

市財政の都合

により据置期間

及び償還期限を

短縮し、もしく

は繰上償還又は

低利債に借り換

えることができ

る。  

一 般 会 計 出 資 事 業  41,800 

母 子 衛 生 事 業  15,000 

ご み 処 理 施 設  

整 備 事 業  
2,520,600 

湛 水 防 除 事 業  19,200 

排 水 整 備 事 業  23,700 

農 業 振 興 事 業  8,300 

観 光 施 設 整 備 事 業  1,800 

土 木 施 設 整 備 事 業  303,800 

交通安全施設整備事業  8,500 

学校教育施設等整備事業 802,000 

社会教育施設等整備事業 338,000 

臨 時 財 政 対 策 債  30,000 
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議案第 １３ 号 

 

令和６年度 阿賀野市国民健康保険特別会計予算 

 

 令和６年度阿賀野市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ ４，１６９，９３４ 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は、８００，０００ 千円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれら

の経費の各項の間の流用 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ２月２７日 提 出 

 阿 賀 野 市 長  田 中 清 善 

令和６年 ３月１５日 議 決 

阿賀野市議会議長  市 川 英 敏 
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歳入
第１表　歳入歳出予算

（単位：千円）

款 項 金 額

歳 入 合 計

-284-

1 国 民 健 康 保 険 税 759,739

1 国 民 健 康 保 険 税 759,739

2 一 部 負 担 金 2,210

1 一 部 負 担 金 2,210

3 使 用 料 及 び 手 数 料 300

1 手 数 料 300

4 県 支 出 金 3,070,408

1 県 補 助 金 3,070,407

2 財 政 安 定 化 基 金 支 出 金 1

5 財 産 収 入 1

1 財 産 運 用 収 入 1

6 繰 入 金 327,325

1 一 般 会 計 繰 入 金 300,689

2 基 金 繰 入 金 26,636

7 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

8 諸 収 入 9,950

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 8,000

2 雑 入 1,950

4,169,934
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歳出 （単位：千円）

款 項 金 額

-285-

1 総 務 費 60,881

1 総 務 管 理 費 56,206

2 徴 税 費 4,139

3 運 営 協 議 会 費 228

4 趣 旨 普 及 費 308

2 保 険 給 付 費 3,027,085

1 療 養 諸 費 2,621,126

2 高 額 療 養 費 392,153

3 移 送 費 1

4 出 産 育 児 諸 費 10,005

5 葬 祭 諸 費 3,800

3 国民健康保険事業費納付金 1,030,118

1 医 療 給 付 費 分 675,629

2 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分 263,917

3 介 護 納 付 金 分 90,572

4 保 健 事 業 費 41,722

1 保 健 事 業 費 41,722

5 基 金 積 立 金 2

1 基 金 積 立 金 2

6 公 債 費 1

1 公 債 費 1

7 諸 支 出 金 9,125

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 3,252

2 繰 出 金 5,873

8 予 備 費 1,000
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款 項 金 額

歳 出 合 計

-286-

1 予 備 費 1,000

4,169,934
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議案第 １４ 号 

 

令和６年度 阿賀野市後期高齢者医療特別会計予算 

 

 令和６年度阿賀野市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ ９９１，１８４ 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ２月２７日 提 出 

阿 賀 野 市 長  田 中 清 善   

令和６年 ３月１５日 議 決 

阿賀野市議会議長  市 川 英 敏   
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歳入
第１表　歳入歳出予算

（単位：千円）

款 項 金 額

歳 入 合 計

-314-

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 349,416

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 349,416

2 使 用 料 及 び 手 数 料 36

1 手 数 料 36

3 繰 入 金 639,974

1 一 般 会 計 繰 入 金 639,974

4 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

5 諸 収 入 1,757

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 1

2 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 310

3 雑 入 1,446

991,184
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歳出 （単位：千円）

款 項 金 額

歳 出 合 計

-315-

1 総 務 費 17,985

1 総 務 管 理 費 13,593

2 徴 収 費 4,392

2 後期高齢者医療広域連合納 970,130

付金 1 後期高齢者医療広域連合納 970,130

付金

3 保 健 事 業 費 2,309

1 保 健 事 業 費 2,309

4 諸 支 出 金 310

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 310

5 予 備 費 450

1 予 備 費 450

991,184
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議案第 １５ 号 

 

令和６年度 阿賀野市介護保険特別会計予算 

 

 令和６年度阿賀野市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ ５，２９９，０８１ 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予

算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項の間の流用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ２月２７日 提 出 

阿 賀 野 市 長  田 中 清 善   

令和６年 ３月１５日 議 決 

阿賀野市議会議長  市 川 英 敏   
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歳入
第１表　歳入歳出予算

（単位：千円）

款 項 金 額

歳 入 合 計

-331-

1 保 険 料 1,129,348

1 介 護 保 険 料 1,129,348

2 使 用 料 及 び 手 数 料 62

1 手 数 料 62

3 国 庫 支 出 金 1,222,812

1 国 庫 負 担 金 866,120

2 国 庫 補 助 金 356,692

4 支 払 基 金 交 付 金 1,367,903

1 介 護 給 付 費 交 付 金 1,332,906

2 地域支援事業支援交付金 34,997

5 県 支 出 金 774,316

1 県 負 担 金 738,302

2 県 補 助 金 36,014

6 財 産 収 入 6

1 財 産 運 用 収 入 6

7 繰 入 金 795,992

1 一 般 会 計 繰 入 金 795,992

8 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

9 諸 収 入 8,641

1 延 滞 金 加 算 金 及 び 過 料 1

2 雑 入 8,640

5,299,081
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歳出 （単位：千円）

款 項 金 額

-332-

1 総 務 費 99,992

1 総 務 管 理 費 49,754

2 徴 収 費 5,007

3 介 護 認 定 審 査 会 費 45,135

4 計 画 策 定 委 員 会 費 24

5 地域密着型サービス運営委 72

員会費

2 保 険 給 付 費 4,936,692

1 介 護 サ ー ビ ス 費 4,387,581

2 介護予防サービス等諸費 118,328

3 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 135,892

4 特定入所者介護サービス等 291,949

費

5 そ の 他 諸 費 2,942

3 地 域 支 援 事 業 費 253,666

1 介護予防・生活支援サービ 119,321

ス事業費

2 一 般 介 護 予 防 事 業 費 27,445

3 包括的支援事業・任意事業 106,660

費

4 そ の 他 諸 費 240

4 基 金 積 立 金 5,029

1 基 金 積 立 金 5,029

5 諸 支 出 金 702

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 701
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款 項 金 額

歳 出 合 計

-333-

2 繰 出 金 1

6 予 備 費 3,000

1 予 備 費 3,000

5,299,081
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議案第 １６ 号 

 

令和６年度 阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計予算 

 

 令和６年度阿賀野市の押切外四ヶ大字財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ ５，００８ 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ２月２７日 提 出 

 阿 賀 野 市 長  田 中 清 善   

令和６年 ３月１５日 議 決 

阿賀野市議会議長  市 川 英 敏   
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歳入
第１表　歳入歳出予算

（単位：千円）

款 項 金 額

歳 入 合 計

-365-

1 財 産 収 入 5,005

1 財 産 運 用 収 入 5,005

2 繰 入 金 1

1 基 金 繰 入 金 1

3 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

4 諸 収 入 1

1 雑 入 1

5,008
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歳出 （単位：千円）

款 項 金 額

歳 出 合 計

-366-

1 財 産 管 理 費 4,910

1 委 員 会 費 547

2 一 般 管 理 費 4,363

2 基 金 積 立 金 1

1 基 金 積 立 金 1

3 諸 支 出 金 50

1 繰 出 金 50

4 予 備 費 47

1 予 備 費 47

5,008
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 議案第　１７　号

    (総則)
 第１条 令和6年度阿賀野市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

    (業務の予定量）
 第２条   業務の予定量は、次のとおりとする｡

・配水設備工事費
・管路耐震化事業費
・浄水設備改良費

    (収益的収入及び支出）
 第３条   収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　第 1 款
　　第 1 項
　　第 2 項
　　第 3 項

　第 1 款
　　第 1 項
　　第 2 項
　　第 3 項
　　第 4 項

    (資本的収入及び支出）
 第４条   資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める｡（資本的収入額が資本的
   支出額に対して不足する額 は当年度損益勘定留保資金等で補てんするもの
　 とする｡）

　第 1 款
　　第 1 項
　　第 2 項
　　第 3 項
　　第 4 項
　　第 5 項

　第 1 款
　　第 1 項
　　第 2 項
　　第 3 項

344,900千円

200千円

1,206,383千円

36,870千円
155,500千円

769,451千円
401,217千円

1,000千円

41,800千円

令和6年度 阿賀野市水道事業会計予算

17,626栓
5,527,000㎥

15,142㎥

　(1)　給水栓数

　(4)　主要事業

1,110,163千円
95,020千円

200千円
1,000千円

　(2)　年間総有収水量
　(3)　一日平均有収水量

＜　収　　入　＞

137,534千円

767,806千円
160,830千円
280,488千円
326,488千円

出 資 金

建 設 改 良 費
企業債償還金
予 備 費

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

1,135,840千円

＜　収　　入　＞

20千円

1,171,668千円

特 別 損 失

579,090千円

固定資産売却代金

予 備 費

企 業 債
国 庫 補 助 金
工 事 負 担 金

1,273,574千円
営 業 収 益

＜　支　　出　＞

営 業 外 収 益
特 別 利 益

営 業 費 用
営 業 外 費 用

水道事業収益

水道事業費用

592,578千円

＜　支　　出　＞

- 1 -
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 　 (債務負担行為）
 第５条   債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

    (企業債)
 第６条   起債の目的､限度額､起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

    (一時借入金)
 第７条   一時借入金の限度額は、200,000千円と定める｡

 第８条   予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め
   る。

 　(1) 各項に計上した予定額に過不足を生じた場合における、同一款内でこれらの経費の
各項間の流用

 第９条   次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、
   又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は､議会の議決を経なければならな
　 い。

 　(1)
 　(2)
 　(3)

 第10条   たな卸資産の購入限度額は、12,852千円 と定める。

令和６年　２月２７日　提出

　　阿 賀 野 市 長　　　田 中  清 善

令和６年　３月１５日　議決

　　阿賀野市議会議長　　市 川  英 敏

64千円
153,953千円

%

年3.0以内

起債の方法

事　　項

上水道施設設置土地借上料

期　　間

令和6年度から
令和8年度まで

限 度 額

報 酬
職 員 給 与 費

    (予定支出の各項の経費の金額の流用)

    (議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

計

    (たな卸資産の購入限度額)

50千円交 際 費

管路耐震化事業 157,100
借入先の融資条件に
よる。
ただし企業財政その
他の都合により繰上
げ償還又は低利に借
り換えることができ
る。

証書借入浄水設備改良事業

344,900

187,800

千円

利　率

144千円

起債の目的 償還の方法限度額

- 2 -
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 議案第　１８　号

改良費（処理場設備等改良工事）
流域下水道建設費

下水道事業収益

第 1 款 下水道事業費用

第 1 款 資 本 的 収 入

額に対して不足する額
とする｡）

営 業 収 益
営 業 外 収 益
特 別 利 益

第 1 款
第 1 項

固定資産売却代金
第 8 項
第 9 項

基 金 繰 入 金

1,301,131千円

県 補 助 金

企 業 債
他 会 計 出 資 金
他 会 計 負 担 金
他 会 計 補 助 金
国 庫 補 助 金

第 7 項

第 4 項
第 5 項

第 3 項

第 1 項
第 2 項
第 3 項
第 4 項

第 1 項
第 2 項
第 3 項

第４条

第３条

第２条

第１条

　（収益的収入及び支出）

　（資本的収入及び支出）

令和６年度 阿賀野市下水道事業会計予算

3,364,115㎥
9,217㎥

　（総則）

　（業務の予定量）

554,952千円
354,397千円

令和6年度阿賀野市下水道事業会計の予算は､次に定めるところによる。

199,072千円

155,827千円
44,728千円

業務の予定量は､次のとおりとする｡

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

（1）
（2）
（3）

・
・

10,452千円

1,791,518千円

・

1,844,078千円

整備費（管渠工事）

年間有収水量
一日平均有収水量
主な建設改良事業

営 業 費 用
営 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費

100千円

49,425千円

4,000千円

分担金及び負担金

＜　収　　入　＞

＜　支　　出　＞

＜　収　　入　＞

は当年度分損益勘定留保資金等で補てんするもの458,549千円

492,186千円

資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める｡（資本的収入額が資本的支出

1,341,440千円

1,588,346千円

12,905千円

3,472千円
19,535千円
3,000千円

1千円

218,350千円
316,843千円

677,600千円

第 6 項

第 2 項

- 1 -
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第 1 項
第 2 項
第 3 項
第 4 項

第 1 款 資 本 的 支 出
554,952千円建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

1,759,680千円

事　　　　　項

　（債務負担行為）

予 備 費
基 金 支 出 金

期　　　　間 限　度　額

1,194,244千円
8,484千円

308,600

第８条

第７条

第６条

第５条

千円

限度額

（1）

阿賀野市排水設備設置資金融資
及び利子補給要綱第4条に規定
する貸付対象者について、第5
条第2項第2号に定める償還期間

阿賀野市排水設備設置資金融資
及び利子補給要綱第5条第1項に
規定する融資額に、第8条に定
める利子補給率を乗じて得た額

　（一時借入金）
一時借入金の限度額は､1,000,000千円と定める｡

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　政府資金及び地
方公共団体金融機
構資金について
は、その融資条件
により、銀行その
他の場合には債権
者との取り決めに
よる。
　ただし、市財政
その他の都合によ
り据置期間及び償
還期限を短縮し、
又は繰上償還もし
くは低利債に借り
換えすることがで
きる。

起債の目的

建設改良事業債

資本費平準化債

%

年3.0以内
（ただし、利率見
直し方式で借り入
れる政府資金及び
地方公共団体金融
機構資金につい
て、利率の見直し
を行った後におい
ては、当該利率見
直し後の利率）

起債の方法

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

利　率

　（企業債）

債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

普通貸借の方法
による

起債の目的､限度額､起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

各項に計上した予定額に過不足を生じた場合における、同一款内でのこれらの経費
の各項間の流用。

369,000

＜　支　　出　＞

償還の方法

2,000千円

阿賀野市排水設備設置資金
利子補給金
（令和6年度分）

- 2 -
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　　　255,051千円である。

　　阿 賀 野 市 長　　　田 中　清 善

令和６年　３月１５日　議　決

令和６年　２月２７日　提　出

　　阿賀野市議会議長　　市 川　英 敏

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は､議会の議決を経なければならない。

報 酬
（2）

第10条

第９条

　（他会計からの補助金）

68,775千円職員給与費

次に掲げる経費については､その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し､又は

（1） 192千円

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

316,843千円
である。

下水道事業運営のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

- 3 -
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 議案第　１９　号

 第１条  令和6年度阿賀野市病院事業会計の予算は､次に定めるところによる。

 第２条  業務の予定量は､次のとおりとする｡

    (収益的収入及び支出）

 第３条  収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　第 1 項

　　第 2 項

　　第 1 項

　　第 2 項

 第４条  資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める｡（資本的収入額

 が資本的支出額に対して不足する額 66,639千円　は当年度損益勘定留

 保資金等で補てんするものとする。）

　　第 1 項

　　第 2 項

　　第 1 項

　　第 2 項

 第５条  一時借入金の限度額は､250,000千円と定める｡

112,821千円

161,755千円

出 資 金

    (資本的収入及び支出）

＜　支　　出　＞

71,908千円

691,666千円

補 助 金

医 業 外 費 用

　　　　　１．固定資産整備費 35,651千円

380,700千円

　第 1 款　資本的収入

48,934千円

医 業 費 用

763,574千円

＜　支　　出　＞

＜　収　　入　＞

企業債償還金 192,743千円

医 業 外 収 益

　第 1 款　病院事業費用

35,651千円

令和６年度 阿賀野市病院事業会計予算

＜　収　　入　＞

　第 1 款　病院事業収益 381,871千円

医 業 収 益

    (業務の予定量）

    (総則)

1,171千円

　(1)　主要な建設改良事業

　第 1 款　資本的支出

    (一時借入金)

建 設 改 良 費

228,394千円

1 
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    (予定支出の各項の経費の金額の流用）

 第６条  予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次の

　 とおりと定める。

　(1) 各項に計上した予定額に過不足を生じた場合における、同一款内で

これらの経費の各項間の流用

 第７条  次に掲げる経費については､その経費の金額をそれ以外の経費の金額

   に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は､議会の

　 議決を経なければならない。

　(1)

 第８条  病院事業の運営のため一般会計等からこの会計へ補助を受ける金額は、

　　65,808千円である。

令和６年　２月２７日　提出

　　阿 賀 野 市 長　　　田 中　清 善

令和６年　３月１５日　議決

　　阿賀野市議会議長　　市 川　英 敏

職 員 給 与 費 6,460千円

    (他会計からの補助金)

    (議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

2 
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